


2 5 7 ｜投稿規定

本誌は横組みを基準としますが、原稿の内容や性格か
ら編集委員会が必要と判断した場合は縦組みでの掲載の
希望も認めます。
「研究論文」については、著者名を伏せて査読を行うため、

原稿および英文要旨には、著者の氏名や所属は記載しな
いで下さい。謝辞等についても別紙（次項6（3））に記載し
て原稿には記さないで下さい。ただし、「研究ノート」「そ
の他」についてはその限りではありません。

6.原稿の提出
投稿に際しては、Eメールに、原稿を含む次のものを添

付してお送り下さい。

◉ 原稿［冒頭に注を含めた総字数（または400字詰原稿用
紙換算枚数）を記入、PDFファイル］

◉ 5つ程度のキイワード（日本語・英語）と英文タイトル
および英文要旨（300語程度）を記した別紙［様式自由］

◉ 論文題目、著者の氏名（よみがな、アルファベット表記）・
所属・職名（共著の場合は全員）、住所・Eメールアドレ
ス（共著の場合は代表者）を記載した別紙［様式自由］

送付先：ctcs@hum.nagoya-u.ac.jp

原則として一週間以内に、投稿受理の返信メールを送
ります。投稿受理の返信メールが届かない場合は、再度
ご連絡下さい。

7.著作権
本誌に掲載された論文などの著作権は著者に帰属する

ものとします。ただし、超域文化社会センターは、本誌に
掲載された原稿を電子化その他の複製の形態で公開する
権利を有するものとします。電子化または複製などによ
る公開については，採用が決定した段階で承諾書を提出し
ていただきます。

著者が掲載原稿を自身の著作物に掲載したり電子化す
るなどの手段で公開する場合は、その原稿が『JunCture  

超域的日本文化研究』に掲載されたものであることを、号
数などを含めて明示してください。その場合、編集委員
会にご連絡をお願いします。

8.掲載図版等の著作権
掲載を希望する図版等については出所を明記してくだ

さい。図版等の掲載の許諾については著者が行い、著作
権問題が生じた場合には著者が責任を負うものとします。
論文の掲載が決定した場合、著者にはこのことについて、

「著作権に関する確約書」を編集委員会の求めに応じて提
出していただきます。

【採否及びその通知】
採否とその通知の対応は以下のとおりです。

採用（ただし字句・表現などの修正を求める場合がある）。
改稿を求めるコメントを付け、当該号への再投稿を促す

（再審査を行う）。

不採用。コメントを付けて次集以降への再投稿を促す。
不採用。コメントを付けない。

【編集委員会・査読委員・Editorial Advisors】
編集委員会は編集委員によって構成され（必要に応じ

て査読委員の出席を求めることがあります）、発刊号ごと
に委員より編集委員長を選出し、編集委員長は当該号の
企画編集に関する責任を負います。編集委員は超域文化
社会センター所属教員によって構成し、必要に応じて増
員することがあります。査読委員は学内外の研究者に依頼
し、担当する専門領域での投稿があったときに編集委員
と2人一組で査読にあたります。Editorial Advisorsは
国内外の研究者数名に依頼し、編集に参与として加わっ
ていただき、雑誌の企画や投稿者の推薦などに関する助
言と提案をお願いしています。
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